パライバ川中流サルガド・デ・サン・ブエリックス郡における土地所有と農業経営 by 斎藤 功 et al.
パライバ川中流サルガド・デ・サン・ブエリックス
郡における土地所有と農業経営













































デ (ManuelCorreia de Andrade)は，アグレステがゾナ・ダ・マタ (Zonada l¥1ata) とセノレトン
(Sertao)の漸移地帯であり，小農と混合農業によって特徴づけられると規定しているわ. Webb， K. 







業に関心を払った つまり， ボノレボレマ山地 (Serrade Borborema)の地方中心部市であるカンピ
ナ・グランデやカノレアノレー (Caruaru)周辺のブレジョス (Brejos) での農業に重点をおいて調査を




て「土地利用と土地所有jの実態を解明することに絞った. このことは， S. S. Felixへの入楠過程と
土地の再分割を検討し，農場段階での土地利用と農業経営の実態、を解明することでもある.




S. S. Felix郡は，初期の探険家たちが iRioParaiba de Sao DomingosJとよんだ、パライパ)1の中
流に位置する.パライパ)1はパライパ川中南部のモンテイロ (Monteiro)君j)，ジャビタカ山地 (Serra
]abitaca)に源を発し，東西方向350キロメートルの長さを持つが， S. S. Felix郡域においては，上
流ボドコンゴ (Bodocongのほど急流ではなく，下流のサンタ・リタ (SantaRita)ほどは沖積地が
広くなく，西南西から東北東にゆるやかな流れとなる.また，郡の中心地 Salgadode Sao Felixは，
「パライパ)1の宝石」とよばれる美しい地方都市イタパイアナの西方llkm，自動車で約10分の距離に
ある.そこは，南緯7021'，西径35026'の地理的位置にあたる〈第 1図). S. S. FιlXの郡域は主にパ
ライパ)1¥の右岸にある南部に拡がるが，左岸の一部を含む.郡の東部はパライパ州のイタパイアナ市，
北部はそジェイロ (Mogeiro)郡， 西部はイタツパ(Itatuba)郡とナツパ (Natuba)郡に援する.
一方，南部はマヌエノレ・デ・マトス山地 (Serra班anne1de Ma tos)で，ペノレナンプコ州のチンパウ
'ノ{ (Timbauba)郡，マカパラナ (Macaparana)郡と接している
本地域の南部には海抜500m前後の山地があるが，大部分は100m前後の波状平坦地が広がり，牧場
に利用されている. アグレステの中でも本地域は低位地帯 (DepressionZone)にあたる. 低位地帯
とは，地形の一般傾斜が海岸部のタプレイロス〈台地〉面の一般傾斜どり低いのであって，海抜高度
そのものが低いことを意味しないわ.
一方， S. S. Felixの年平均気温は260C，年降水量は700mmといわれているが，気象資料はない.
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~7 月の 5 ヶ月間で， 8 ~ 2月の 7ヶ月!?司が乾季であることがわかる. また，ベノレナンブコナト!のチン
ノミウパが 1，OOOmmを超える年降水量があるのに対し， イタパイアナで 700mm，モジェイロ 800mm，
インガ600mmであるのは， パライパ・ペルナンブコチト|境のマヌエノレ・デ・マトス山地が， 南東の季
節風を防ぐ天気界となり，パライパナト1~~lJが雨かげ (rain shadow) となり， 降水量が少いことを意味
するものであろう. このことは，土地利用上，チンパウパがサトウキピ地帯であるのに対し，パライ
第 1表 調査地域付近の月別平均降水量











ベノレナンブコのゴイアナ (Goiana)，アリアンサ (Alianca)，チンパウパが雨で、あるのに， イタパイ
アナで曇， S. S. Felixで、晴れという経験をもった.また，南部のIJ-1地でジャックフルーツの木が卓越
風によりペルナンブコ州、I~{IJから北西へi扇情しているのを観察することができた.
S. S. Felixは，以上のように雨かげ、地帯であるので南部の山地を徐き草原状およびサパナ状の牧場










1980{1三のセンサスによれば， S. S. Felixの人口は， 12，685人で，そのうち 2，570人が55ヘクタール
を占める都市部に， 10，115人が17，845ヘクターノレを占める農村部に居住している. S.S. Felixの都市
部には教会，郡役所，中学校，図書館，登記所 (Cartorio)， 農業改良普及所 (EMATEI~) ， チーズ
工場，屠殺;場等があるが，商!苫は少ない.住民の多くは， 日用雑貨品を S.S. Felixやイタパイアナ
で週一度開催される定期露天市場(feira)で調達するものと思われる.パスは走っているが，農民の
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今日のパライパ州全域を含む地域には， 1534年 9月にイタマラカのカピタニア (CapitaniaHeredト
tむiac1e 1 tamaraca)が設けられた. これは，南はイガラス(Igaraclりから北はパイア・ダ・トラ
イソン (Baiada Traicao)付近までの海岸部を関口とし， 内陸部へと広がるカピタニアであった
南に隣接するペルナンブコ・カピタニアとは対-照的に，イタマラカの開発は遅々として進まなかった.
カピタニアの防衛ならびに植民の責務を負うドナタリオであるソウザ (Pec1roLopes c1e Sousa)は，




めであった. このような状況のもとで，ポノレトガノレ王セパスチャン (D.Sebastiao)は， 1574年に，
カピタニアの征服・開発が進まなかったことを理由に，イタマラカ・カピタニアの大部分を吸収する




ピタニアにおける最初のセズマリアは， 1586年 l月に賦与されたものである山. しかし，パライパ)1 
中流のイタバイアナニS.S. Felix 地域では，パノレカセーノレ (FranciscoCanelo Va1casser)とパロス
くFranciscoc10 Hego Barros)に対してマラカイペ (Maracaipe)の土地が1663{i三8月セズマリアと
して賦与されている. これはパライパ川ぞいにマラカイペ)1との合流点にいたる無主地で， 4平方レ
グア(1レグアは約 6km)の面積をもっていた16) また伝導師たちによる定着も早く， ペルナンプ
コ内陸部からやってきてフアグンデス (Fagundes)に集落をつくったイエズス会師たちは，カリリ・
インディオを伴ってボルボレマ台地をおり， 1670年には，今日のピラー (Pilar)のあるパライパ)1沿















件をあげている. これらは， 17261:1三から1807年までにH武与されたものであったという 20) タパレスの
本にみられる不明確なことの多い記述から各セズマリアの位置を確認して今日の地図上に印すことは
容易ではない. しかし，今日の S.S. Fe1ix郡東部には，少くとも 4つのセズマリアが存在したと考
えられる. マラカイペ・セズマリアに次いで古く， 1726年 3月にパスコンセロス (CapitaoCaetano 
Leitao de VasconceIios)に対してltITt与されたセズマリアは，パライバ)1にそって長さ 3レグア， 1m
は川の両側に 0.5レグアずつ，すなわち 3平方レグアの面積をもっ典型的なセズマリアであった21)
北流してパライバ)1に注ぐサノレガド)1(Riacho SaJgado)ぞいには， ピラーの住人クーニャ (Capitao
Estev孟oJose da Cunha)が，面積は明らかではないけれども， 1806年 9月にセズマリアを得てい
る22) この土地の北東には，今日のイタパイアナの沼で、パライパ)1に注ぐカンポ・グランデ)1 (Riacho 
Campo Grande)まで， 3平方レグアのセズマリア (1795主1':.1J:]与うが庇った23) このほかにも，
マリア・デ・メロ (Mariade JVlel1 0 )，アノレーデ・カマラ (Franciscode Arrude Camara)のセズ
マリアがあり，ノξライバ)I!の北には， マタ (Joaoda Mata) とコンセイソン (D.Eomualda Maria 
da Conceicao)が賦与された 3平方レグアのセズマリアがあったと考えてよいであろう 24) このよう







高めていたと考えられる.これは， 1845年にピラー君I~議会 (C立111ara lVfunicipal do PiJalうの提案に
よりプロビンシア (Provincia)より発布された決議 3号によって，当時のピラー郡の全域〈今日のイ
タバイアナ， S. S. Félix 両~H~の地域を含む)において，家畜の放牧飼育が禁止されたことにより察せ
られる.ただ，パライパ)1に沿って当時のカパセイラス郡との境界までは，片側 1レグアの土地での
放牧がこの例外として認められていた. 1848年にはイタパイアナ地区 (Sub-Jコelegaciade Itabaiana} 
の全域において自由放牧が許可されているが， 1864年には再びピラー君1全域において，牛，]高，羊，
山羊， Jl家の放牧が禁止された.ただし，イタパイアナの集落の周囲 0.5レグアの円内で， )高のみの放








牧畜地帯の東端部に位置するイタパイアナの集落の重要性は， 19世紀後半に牛市場(feirade gado) 
が設けられたことにより，いっそう増大した牛市場は，歴史的にみると，サトウキピ地帯の拡大に
伴って，イガラスからゴイアナ (Goiana)へ， さらにベドラスーデ・フォゴ (Pedrasde Fogo)へ
というように西方への立地移動をみるが29)， 1864年の法令 (Lei140号〉により，イタパイアナの西




が独立したが，このイタパイアナ~l"I)には，今日の S. S. Felix 郡とモジェイロ郡が含まれていた31)
イタパイアナの集落は， 1881年にポボア!ごからヴィラ (vila)へ， さらに10年後にはシダーデ、(cidade)









われわれの研究対象地域で、ある S.S. Felix ~~'I~東部は，このようにイタパイアナと密接な関連をも
って発展してきた S.S. Felな郡が独立する1962年 2月までは，モジェイロ郡とともにイタパイアナ
郡に属していた S.S. Felix地区はサノレガド (Salgado)とよばれ， また 1940年代には一時アブラ
(Abm・a) ともよばれたが，その後 S.S. Felixの名称が用いられるようになった3:;)
五-2 近年における土地の再分割
19世紀後半から今世紀初頭にかけて，今iヨの S.S. Felix郡地域にはひとりの大地主が存在し，こ
のことが， 1887年の大早舷と強盗のi原発に加えて， S. S. Felix地域の発展に大きな障害となったとい
う36)
S. S. Felix地域における大ファゼンダの分書IJとそれに伴う諸相は，マロージャ・ファゼンダの分割
の歴史によくあらわれている(第 21~l). エンジェーニョ・コンセイソン (EngenhoConceicao)か
らこのよむにやってきたオディロン・マロージャ (Dr.Odilon Maroja Ribeiro Coutinho)は，当時の
大地主であり， 1890年のイタパイアナ郡の発足と同時に初代の郡長 (prefeito) となったノレイス・デ・
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彼は標準的なセズマリア以上の面積である 4平方レグアにほぼ相当する14，000ヘクタールの土地を
所有していた 1950年代後半に彼が死亡すると，この広大なファゼンダは 7人の子供を含む 9つのフ
ァゼンダに分割・;J:l3続された 子供が相続したのは，モデロ (Modelo)，パノレゼア・グランデ (Varzea
Grande)，マリア・デ・メロ (Mariade Melo)， ピアカス (Piacas)，カンポス (Campos)， リアシ
ョ・ドス・クハイス (Riachodos Currais)，アラガマ (Alagamar)の各ファゼンダであり，他の 2
つはタボカス (Tabocas) とサンタ・クノレイズ (SantaCruiのであった.
アラガマを相続した長男のアナウド・マロージャ (Arnaldo Maroja)は， 彼の兄弟たちからヴァ






続き所有されているのは， ファゼン夕、、・モデロである.イタパイアナから S.S. Felixへの道路に沿
って，サノレガド)1 (Riacho Salgado)の東方200メートノレの地に，色あせたとはいえ堂々とした館が
今でもパライパ)1に|臨んでたっている(写真2). このファゼンダは，パライパ)1の両側に0.5レグア
の奥行きをもち，総国境はし340ヘクターノレで、あった. 1960年の彼の死によって， ) 1から南の440ヘク
ターノレがその妻のマリア・マロージャ(lVIariaJose Almeda Maroja)に相続され，一方川向うの土
















フアロー・グラスが， 50ヘクターノレにはエレファント・グラスが栽培されている. この牧場には 15~
30家族のそラドーノレがいるため，牛の放牧とともにトウモロコシの栽培がみられた.
なお，現在 S.S. Felix郡における最大のファゼンダは， ファゼンダ・カンポス(第 21~の A) で，















接収を要求したといわれるが40九結局1978年11月 8日の大統領法令 (decretopresidencial) 82，614号
の署名により， ファゼンダ・アラガマの土地約1，920ヘクター/レが収用された.闘争はその後も続き，
2年後にはマリア・デ・メロの土地740ヘクターノレが購入され，その総面積は 2，660ヘクター/レとな








あったが， 1983年 7月以来の病虫害により全滅の被害をこうむった. こうした作物に加えて，各農家
パライパ)11 1:1コ流サノレガ、ド・デ・サン・フエリックス 1fl~における土地所有と農業経営 81 























































































































































〈資料は INCT¥A Cadastro Hural do Municipio de 
Salgado de Sao Felix， 1984， (INCEA de Joao Pessoa) 
より集計〉
い とくに 2ヘクターノレ未満の戸数は，全体の18.1%に達している. しかし，現在モラドーノレを牧場
から追いだし，農業労働者とする傾向が続いているので，これら自作農の下には，多くの土地なき農
村労働者が存在するのである. この土地なき農村労働者は S.S. FelixのI丁はずれや後述するカント・
アレグレのアグロヴィラ (Agrovila 農業労働者村〉に住むようになった. というのは，アグロヴィ
ラの家屋は景観上，小さく比較的新しいことがわかるからである
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一----- 年度 I ， ~ry~ I l~ry~ I ぎってしまうため，収穫ができなくなってし
作 4仁三L之 I1970 I 1975 I 1980 
1( ，1 18
電 。 まつものである.豆類は 1970年の 1，303へク
l( ，i26 2.470 ha 結3 花 462) (794)(トン〉
1，028 2〈，O88 1. 712 ha トウモロコシ (271) 928) (432)(トン〉
l( ，303 2( ，145 1. 783 ha 旦 ま買 328) 870) (328)(トン〉








ト・アレグレ (CantoAlegre)には， トウモロコシ製粉工場が一軒ある. ファリーニャの原料として









S. S. Fe1ixの農業は，地形と水利用の観点、から大きく 3つの生態的農業地域に区分される.第 3図
に示したように南北の断面をみると， S.S.Felixは，海抜50メートルのパライパ)1河床から南部のマ
ヌエノレ・デ・マトス山地の 542メー トノレまで， いくつかの面に区分される. すなわち，パライパ)1に面
した斜面で，濯瓶可能なパノレゼア (Varzea)，海抜400メートル以上で、南東貿易風の影響を受け湿潤な


















01 2 3 4 :;6 7 
パルゼア+← 同位→← 低位カーチンガ→← 高位カーチンガ
カー チンカれ
第3函 サノレガド・デ・サン・フエリックス郡の南北地形断面
8 9 10km 
→←ブレジョス
ブレジョス (Brejos)，および両者の中間にあり，海抜 100~ 120m 面が広がるカーチンガ(Caatinga)
である.以下にそれぞれの特色についてのべてみよう.
( 1 ) バノレゼア
パライパ)11 の水量はかつて大きく変化した.雨期の増水時には河岸の道路まで 6~7 メートノレ上孔
床下浸水することもあった.下流のサトウキピ地;併では，洪水によりサトウキピが全滅することがあ
ったという.今世紀に入って，大洪水は1914，1917， 1924， 1947， 1974， 1977年に記録されている 43)令
一方，乾季には水流が枯れるほどであった近年では，上流にボケロン (Boqueirao)ダムが設置さ













る農場をみることができた タボカス地区で、は，海抜 110 メートノレのパライバ向IHq~ のポンプ。小屋から
138メー トノレの耕1:也の最上部まで， パライパ)1の水が電気揚水ポンフ。で、揚水されていた なお，停電


















われわれが訪れた8月初旬には， トマトが 3ヘクターノレ定植されたばかりの状況であり， トマトよ
り下の畑にピーマンが 2ヘクタール定植される予定であった、なお， トマトやピーマンの苗は頂稜部
の水槽付近で栽培されていた.港紙は定植後 2か月間は午前(5 ~ 11時〉と午後(2 '":-' 5時〉の 2回












りトマトに力百え， S. S. Ee1ix君[5には 2月




















1.5 ha 60トン 自フ然然。リ流下式 ジー ゼノレ
2 4.5 120 ス ンクラー 電気揚水
3 6.0 30 自 流下式 ジー ゼノレ
4 3.0 35 1/ 1/ 
J 3.0 48 H 1/ 
6 2.0 32 1/ If 
7 5.0 48 1/ If 
8 4.0 48 H If 
9 1.0 40 H '/ 
10 3.0 60 ロ 1/ 
1 0.5 32 H 1/ 
12 1.0 32 H 1/ 
13 1.5 24 1/ 1/ 
14 0.5 30 If 1/ 
15 2.0 40 q 1/ 
16 0.5 48 H 1/ 
17 5.0 80 スプ然リンクラー 電気揚71<
18 2.0 60 自 流下式 ジー ゼノレ
19 3.0 80 1/ 電気揚水
20 3.0 48 H ジー セ;ノレ
21 1.0 25 1/ H 
22 2.0 25 1/ 11 
23 2.0 40 1/ 11 
24 1.0 32 1 1/ 
25 1.0 40 H 電気揚水
26 2.0 48 H ジー ゼノレ
27 1.0 48 1/ // 
28 2.0 60 // // 
29 3.0 48 // // 
30 1.5 32 1/ H 
31 1.0 40 '/ H 
32 4.5 80 1/ 電気揚71<
Total1 74.0 I 




りトマト 3ヘクタール，同ピーマン 2ヘクタール，冬どりトマトへ2.5クター jレと合計7.5ヘクターノレ
を活用している.冬どりトマトの後は何も栽培しないが，夏どりトマトの後にはトウモロコシ・フェ
ジョン〈豆類)を作るという.
農業改良普及所 (EMATEH)は， パノレゼ、ア農業に関しては， 野菜栽培を中心とした集約的な農業
の発展を目的として指導を行っている.濯淑農業の促進については，連邦政府によるプロパノレゼ、ア









ブレジョス (Anneldo Brejos)同犠， バナナ，サトウキピ，およびオレンジの栽培によって特徴づ






























































するモラドーノレの家々に近いせいか， トウモロコシ・豆類 (milho-feijao，あるいは milho-fava)
が卓越するが， 100メート jレ部には牧場が卓越する.牧場地帯とはいっても， 1麓部やパライパ)1の
支流のサノレガド)1[やマリニェイロ)1 (Riacho Marinheiro)の河川付近では， トウモロコシ， 豆，綿
花， !l寺にはソノレゴー，エレファント・グラスが栽培されているのを認めることができた.われわれが
使用した1975年製作の 2万5千分の l地形図にも，荒野 (Cerr)が卓越する中に，穀物 (CI)，マニオ








































コシと豆類(フェジョン feijao， ファ←パ fava)は， トウモロコシの秤に豆科植物がまきつくので
一般に混植される.土地を消耗させる禾本科のトウモロコシと土地を富ます豆科植物の組み合わせは，
インディオやブラック・アフワカの入々によっても行われてきた伝統的なすぐれた農法とみることが
できる. これは ]VIf(milho十 feijao)の記号で示した. しかし，本地域でみられる混作はさらに作物













































































( 1 ) 小牧場〈ファゼンダ〉
このj並区には 2人の不在地主がいる. 1人はジョアン・ペソアで蕗売をしているi寝入フエリックス・
ペレイラ (FelixPereira)で，アグロヴィラの東にある面積 120ヘクタールの牧場を所有しており，




モロコシ・フェジョン (Pmf) 7ヘクター ノレで、ある. これらの手入れは，必要に応じて農村労働者を
日当 2，000クノレゼイロで雇って行う. また，牧場内にあるカポエイラ14ヘクターノレを農村労働者に切
開かせ， ;!:1lI地(ロサー ド〉化している. ファゼンデイロの使用する 2ヘクターノレをのぞいた12ヘクタ





ルの区画が選定され，開墾・畑地化が行われる. このように， 14ヘクターノレがユニットとなり， 3年
ごと輪換式土地利用がみられるわけである.耕作を経験した天然牧場は，年月の経過とともにカポエ
イラ化して行き， とくに木の多く繁ったi玄域はカポエイラン (capoeirao)とよばれる. このほか，入
牧停止牧場 (pastagemresel vのがある. このように，牧場内はいくつもの区域に分けられ，それぞ
れが具った景観を呈している.







牛は 1頭当り 1日3リットル，年間 1801:1問乳を出す. 29ヘクタールの農場のうち， 10ヘクタールに
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はトウモロコシ・フェジョン (mf)が栽培され，残りは牧場として利用されている.一方，土地利用
図には示されてはいない左岸の農場をみると， 46ヘクター ルのー 土地で、は， トウモロコシ・ブェジョン，
および綿が15ヘクタールをしめ，残りは天然の牧場であり，パルゼア低地にはエレファント・グラス









カント・アレグレ生れのドミンゴス・ダ・シノレパ (SebastiaoDomingos da Silva) (61才〉は，
5ヘクタールの借地農で、あったが， 1961年にモジェイロ君[)側に22ヘクターノレを購入して自作農となっ
た. ここには電気も入っておらず，斜面が右岸側よりも急で，パノレゼア低地が狭いため地価が低かっ
たので購入しやすかった. しかし，農耕には不向きであったので， 1980年に売却して，その 2年後に
右岸に14ヘクタールの組長い土地を購入した. この新しい土地のパノレゼ、ア低地にはエレファント・グ
ラスを植え， 道路わきには lヘクタールのパノレマ・トウモロコシ (Pm)を栽培しているが， その他
はすべて牧場としている.彼はジェネラノレ・エレクトソック製の揚水ポンプを1981年に導入し，エレ
ファント・グラスとパノレマに乾季の 8，_- 2月に， 1日3時間濯慨する.乳牛は10頭しか飼育していな
いが， これから増やす意向である. この Mヘクター/レの農地の西方250メートノレにはさらに 3ヘクタ




ベゼーラ・ダ・シノレパ (Fe1ixBezerra da Silva) (52才〉の農場は，第2図ではGによって示され
ており，道路に面した家の前後に 2ヘクター ノレ， カーチンガに14ヘクターノレの計16ヘクターノレの広さ
をもっ 彼は西方のドイス・リアショス (DoisRiachos)生れであり， I日地主のセベリノ・フェレイ
ラ (SeverinoFerreirゆが分割したものを購入したものだと・いう. ここではトウモロコシ・フェジョ
ン (2ヘクタール)，マニオク(1ベクター ノレ)， ピーナツ(1ヘクターノレ〉のほかサツマイモも栽培
されている.家畜としては乳牛10頭， )高 1頭， rl羊5頭と，若干のニワトリを飼っており，家畜用に
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ブソレクロス等へと姿をかえる.糸は生産者もちであり，ひとりあたり月 3，000クノレゼイロの収入が得
られるにすぎない.
一方， アグロヴィラの中に， 1.5ヘクターノレの耕地を所有するレオナノレド・ダ・シノレパ (]unensen















家のロット(敷地〉のみを持ち， 農地を所有していない農村労働者も多い(写真 8). フランシス











耕作する. トウモロコシ・フェジョンの収穫後，ファゼンデイロの牛が 9月から刈跡放牧される. :> 
年をすぎるとその土地は牧場化され，新たなカポエイラが開墾される. この方式は，地主にとっても
農村労働者にとっても，共利共生の土地利用形態といえる
彼は 3人の恵、子と l人の娘とともに住んでいるが，息子逮は 9月から 2月まで，ペノレナンブコ州の
ゴイアナの近くにある製糖工場ウジーナ・サン・ジョゼ (UsinaSao Josのに出稼に行弘法定の最
低賃金でサトウキピメ!Jりをして働く.ただ，出稼といっても， 2週間に一度，製糖会社のトラックで




ブラジル北東部ノぞライパ)11 1:1コ流にあるサノレガド・デ・サン・フエリックス ~rl~ を対象地域として土地
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Pina氏による
Agriculture and Land Tenure of the Salgado de 
Sao Felix in the Agreste of Paraiba， Brazil 
1s日oSA1TO， Noritaka Y AGASAK1， 
Eduardo P AZERA and Keith MULLAR 
The municipio of Salgado de S主oFelix. our study area located along the middle reaches. 
of the ParailコaRiver in the Brazilian Northeast， belongs to the hansitonal zone called Agyeste 
between the coastal region (Zona dαMαf.a) a吋 thesemiarid backcountry (Se1，tao). The land 
tenure and land use in this typical rm・alAgreste， cbaracterized by a veloz headges， julema and 
juazeiro， are carefully examined by our field observation. Our findings are summarized as follo¥vs. 
Since the early stages of the Portugues colonizatlon of the Northeast， the Agreste developed 
as a livestock raising region， which supplemented the sugar economy on the coast. Tbe actual 
colonization ancl settleme11t of the Agreste along the midclle courses of the Paraiba River began 
to take plaηe i'vhen land was subdivicled ancl granted as SeSI1'lα1'lαs. M ost of the sesmarias 
helcl in this region hacl an area of three square leguas， in which the traclition of large 
lanclholcling originatecl. Fazendeiros managed large extensive iazendas， ivl1ere moraclores lived 
to grow subsistence crops such as maize， beans and manioc. The Agreste thus emergecl as a 
cattle region as ¥vell as a staple food producer. 
Although large properties have been equally subdivided and inherited upon the death of 
fazendeiros， the hadition of large landholdings has survived because subdivided land ¥vas bought 
up and once again accumulated. Fazenas have generally been inheritecl ¥，vith moradores living 
011 the property. ¥i'lhen fazendeiros intend to intensify the operation by growing such 
commercial crops as cotton and sugar cane， conflicts inevitably grow between fazendeiros and 
moraclores. Such a dispute tool王 placein our study area in Alagamar， which endecl in the 
organization of an agricultural cooperative (COOAGI~AL) 
The municipio of Salgado de Sao Felix， where the average annual rainfall is about 700・
mm， has three ecological zones inclucling the vα1'zeαalong the ParailコaH.iver， the b1'ejos 1n the 
southern part at higher elevations vvith more rainfalls， and the cα:atingαlocated between varzea 
and brejos. The varzea and brejos constitute the peasant farming districts ¥vhere foocl crops. 
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are mainly produced， while the caatinga， particularly lower caatinga， ispredominated by large 
cattle ra.nches. Zebu-Nelore cattle are mainly raised in such large ranches， while in clear 
contrast， the milking cows are kept in the peasant region icluding higher caatinga. The varzea 
is also characterized by irrigation farming of elephant grass， tomatoes and bell peppe1'己.
A detailed land use su1'vey was conducted in the Canto Alegre distrIct which extends frOl11 
the Pa1'ailコaRiver varzea to the caatinga. It became c1ea1' that the region is fundamentally 
a livestock count1'Y， though it apparently has a peasant farming landscape. This is exempli五ed
by the predominance of pasture in the entire land use' where locals possess the right of passing 
Food p1'oducing plots are characterized by the mixed planting of 口1aize-beans and cotton-
maize-beans、whichare protected by barbed wire from the entrance of cattle. 1n these plots 
grazing in stubble is gene1'ally practiced after the harvest， while cattle never enter the plots 
planted with manioc and palma. 
A rotation system is practiced in fazendas by dividing them into pasture sections. Some of 
them have simply pasture sections and fallow sections. Others have a pasture-field 1'otation 
in which land use proceeds f1'om crop註eld，pastu1'e， to capoei1'a (secondary g1'owth). Absentee 
landlo1'ds of relatively large fazendas let agricultu1'al laborers clear the forest in exchange for 
their 1'ight to cultivate for three years. lVlaize and beans are usually grown in such i1elds， 
where fazendeiro's cattle are grazed after the ha1'vest. When the contract period of th1'ee years 
expires， such a五eldreturns to pasture， and an other section is chosen and cleared to repeat 
the same process. 
A careful examination of land use and land tenure reveals tae high mobility of farmland. 
Many of the farmers interviewed have recently purchased their land. Moradores who left 
fazendas to settle in agrovillas at the endge of the settlements are landless laborers， but they 
are not denied becoming landholders by temporarily working in the sngar districts and large 
cities to the south. 
